
平成™™年 月 日 木曜日 第œš ›号官 報
二

自
動
車
用
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
引
っ
張
り
固
定
器
に
用
い

る
ガ
ス
発
生
器
（
Ｌ
字
型
ガ
ス
発
生
器
を
含
む
。）、
自

動
車
用
乗
員
前
方
移
動
拘
束
装
置
に
用
い
る
ガ
ス
発
生

器
又
は
自
動
車
用
歩
行
者
衝
撃
緩
和
ボ
ン
ネ
ッ
ト
上
昇

装
置
に
用
い
る
ガ
ス
発
生
器
に
組
み
込
ん
で
用
い
る
点

火
具
で
あ
っ
て
、
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の

イ

火
薬
の
量
が
〇
・
二
六
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
又
は

火
薬
の
量
が
〇
・
〇
九
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
り
、か
つ
、

爆
薬
の
量
が
〇
・
〇
二
五
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
で
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
、
自
動
車
用
乗
員
前
方
移
動
拘
束

装
置
に
用
い
る
ガ
ス
発
生
器
に
組
み
込
ん
で
用
い
る

点
火
具
の
場
合
に
は
、
火
薬
の
量
が
〇
・
二
五
グ
ラ

ム
以
下
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

電
気
に
よ
り
点
火
し
、
外
部
の
ガ
ス
発
生
剤
に
着

火
す
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ハ

火
薬
及
び
爆
薬
を
再
度
充
て
ん
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
再
使
用
で
き
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ニ

外
殻
は
、
防
ã
性
を
有
す
る
材
質
で
あ
る
こ
と
。

ホ

内
部
の
火
薬
及
び
爆
薬
が
容
易
に
取
り
出
せ
な
い

構
造
で
あ
る
こ
と
。

三

自
動
車
用
ド
ア
ヒ
ン
ジ
の
固
定
解
除
装
置
に
用
い
る

ガ
ス
発
生
器
で
あ
っ
て
、
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の

イ

火
薬
の
量
が
〇
・
二
六
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
又
は

火
薬
の
量
が
〇
・
〇
九
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
り
、か
つ
、

爆
薬
の
量
が
〇
・
〇
二
五
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
で
あ

る
こ
と
。

ロ

電
気
に
よ
り
点
火
し
、
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
構
造

で
あ
る
こ
と
。

ハ

火
薬
及
び
爆
薬
を
再
度
充
て
ん
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
再
使
用
で
き
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ニ

外
殻
は
、
防
ã
性
を
有
す
る
材
質
で
あ
る
こ
と
。

ホ

内
部
の
火
薬
及
び
爆
薬
が
容
易
に
取
り
出
せ
な
い

構
造
で
あ
る
こ
と
。

第
３
起
業
地

１
収
用
の
部
分
千
葉
県
東
金
市
小
野
字
岡
ノ
谷
、

字
岡
台
、
字
鉢
ヶ
谷
、
字
蕗
谷
、
字
茗
荷
沢
、
字
貝

柄
及
び
字
十
石
並
び
に
丘
山
台
二
丁
目
地
内

千
葉
県
山
武
郡
大
網
白
里
町
養
安
寺
字
台
及
び
字

宮
下
、
季
美
の
森
南
五
丁
目
、
小
西
字
城
山
、
字
堀

之
内
、
字
楠
、
字
城
谷
、
字
宮
山
、
字
殿
前
、
字
宮

下
及
び
字
神
関
堂
、
大
竹
字
若
司
谷
、
字
大
竹
及
び

字
谷
、
南
玉
字
上
岩
井
戸
、
字
岩
井
戸
、
字
高
塚
及

び
字
高
塚
脇
、
池
田
字
外
池
田
及
び
字
御
茶
屋
、
小

中
字
駒
橋
、
字
上
七
反
目
、
字
宮
ノ
前
、
字
根
竹
、

字
上
門
谷
前
、
字
上
道
端
土
、字
関
田
及
び
字
耕
地
、

神
房
字
打
越
、
字
殿
谷
及
び
字
宮
ノ
下
並
び
に
萱
野

字
北
横
峯
、
字
西
清
水
谷
、
字
東
南
谷
、
字
東
清
水

谷
及
び
字
南
谷
地
内

千
葉
県
千
葉
市
緑
区
小
食
土
町
地
内

千
葉
県
茂
原
市
桂
字
辻
ノ
代
、
字
小
高
前
、
字
い

や
川
、
字
梶
谷
及
び
字
小
滝
谷
、
吉
井
上
字
笹
子
、

柴
名
字
笹
子
、
字
兜
谷
、
字
東
之
谷
、
字
杢
ノ
木
、

字
滝
ノ
谷
、
字
間
之
山
、
字
蓑
土
及
び
字
天
神
廟
、

上
太
田
字
二
子
塚
、
字
木
出
、
字
天
神
廟
、字
葉
多
、

字
左
鉢
、
字
床
城
、
字
谷
台
、
字
丑
尻
、字
土
台
谷
、

字
役
房
、
字
八
幡
台
及
び
字
山
田
、
大
沢
字
切
懸
、

字
泉
ケ
口
、
字
前
田
、
字
深
谷
及
び
字
番
道
、
真
名

字
平
地
谷
、
字
`
田
、
字
宿
谷
、
字
亀
塚
、字
熊
野
、

字
岩
川
、
字
向
宿
、
字
堀
ノ
内
、
字
下
ノ
谷
、
字
御

霊
前
、
字
御
舘
谷
、
字
打
越
、
字
來
地
谷
、
字
内
來

地
、
字
内
來
地
前
及
び
字
西
新
町
並
び
に
国
府
関
字

當
長
谷
、
字
生
松
、
字
久
下
及
び
字
上
岩
出
地
内

千
葉
県
長
生
郡
長
柄
町
榎
本
字
和
合
、
字
本
合
、

字
打
手
及
び
字
関
下
地
内

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
十
四
号

火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
通
商
産
業

省
令
第
八
十
八
号
）
第
一
条
の
四
第
七
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九

号
）
の
適
用
を
受
け
な
い
火
工
品
を
次
の
よ
う
に
指
定
し

た
の
で
、
告
示
す
る
。

な
お
、
平
成
十
七
年
経
済
産
業
省
告
示
第
三
百
四
十
六

号
（
火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
七
号
の
規

定
に
基
づ
く
火
薬
類
取
締
法
の
適
用
を
受
け
な
い
火
工
品

を
指
定
し
た
件
）
は
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
九
日

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

一

自
動
車
用
エ
ア
バ
ッ
グ
ガ
ス
発
生
器
に
組
み
込
ん
で

用
い
る
点
火
具
で
あ
っ
て
、
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の

イ

火
薬
（
過
塩
素
酸
塩
を
主
と
す
る
火
薬
に
限
る
。

以
下
同
じ
。）の
量
が
〇
・
二
六
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の

又
は
火
薬
の
量
が
〇
・
〇
九
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
り
、

か
つ
、
爆
薬
の
量
が
〇
・
〇
二
五
グ
ラ
ム
以
下
の
も

の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
点
火
部
（
点
火
具
の
部

分
品
で
あ
っ
て
、
点
火
薬
が
充
て
ん
さ
れ
て
い
る
も

の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
二
つ
有
す
る
点
火
具
の

場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
点
火
部
の
火
薬
の
量
が

〇
・
二
六
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ロ

電
気
に
よ
り
点
火
し
、
外
部
の
ガ
ス
発
生
剤
に
着

火
す
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ハ

火
薬
及
び
爆
薬
を
再
度
充
て
ん
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
再
使
用
で
き
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ニ

外
殻
は
、
防
ã
性
を
有
す
る
材
質
で
あ
る
こ
と
。

ホ

内
部
の
火
薬
及
び
爆
薬
が
容
易
に
取
り
出
せ
な
い

構
造
で
あ
る
こ
と
。

ヘ

点
火
部
を
二
つ
有
す
る
点
火
具
の
場
合
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
点
火
部
が
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
要
件
を
満
た

し
、
か
つ
、
一
方
の
点
火
部
の
点
火
が
他
方
の
点
火

部
の
点
火
を
引
き
起
こ
さ
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
十
五
号

火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
通
商
産
業

省
令
第
八
十
八
号
）
第
一
条
の
四
第
七
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九

号
）
の
適
用
を
受
け
な
い
火
工
品
を
次
の
よ
う
に
指
定
し

た
の
で
、
告
示
す
る
。

な
お
、平
成
九
年
経
済
産
業
省
告
示
第
百
六
十
一
号（
火

薬
類
取
締
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
七
号
の
規
定
に
基

づ
く
火
薬
類
取
締
法
の
適
用
を
受
け
な
い
火
工
品
を
指
定

し
た
件
）
は
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
九
日

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

一

電
流
緊
急
遮
断
装
置
用
遮
断
筒
で
あ
っ
て
、
爆
薬

〇
・
八
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の

二

酸
素
吸
入
器
の
酸
素
発
生
剤
の
着
火
の
用
に
供
す
る

点
火
装
置
で
あ
っ
て
、
爆
薬
〇
・
〇
二
二
グ
ラ
ム
以
下

の
も
の

三

救
命
無
線
機
用
自
動
膨
張
装
置
に
用
い
る
ガ
ス
発
生

器
で
あ
っ
て
、火
薬
〇
・
二
一
グ
ラ
ム
以
下
、爆
薬
〇
・

〇
一
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の

四

自
動
車
用
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
引
っ
張
り
固
定
器
又
は
防

犯
用
イ
ン
ク
噴
射
装
置
に
用
い
る
ガ
ス
発
生
器
で
あ
っ

て
、
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の

イ

火
薬
二
・
〇
グ
ラ
ム
以
下
、
爆
薬
〇
・
〇
八
グ
ラ

ム
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ロ

キ
リ
に
よ
る
衝
撃
又
は
電
気
に
よ
り
点
火
し
、
ガ

ス
を
発
生
さ
せ
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ハ

火
薬
及
び
爆
薬
を
再
度
充
て
ん
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
再
使
用
で
き
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ニ

ケ
ー
ス
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
そ
の
他
の
合
金
製

で
、
か
つ
、
防
ã
性
を
有
す
る
材
質
で
あ
る
こ
と
。

五

熱
電
池
で
あ
っ
て
、
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の

イ

火
薬
を
用
い
ず
、
か
つ
、
爆
薬
の
量
が
〇
・
〇
六

グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
、
火
薬
（
硝
酸
塩
を
主
と
す
る

火
薬
に
限
る
。）の
量
が
〇
・
二
六
グ
ラ
ム
以
下
で
あ

り
、
か
つ
、
爆
薬
の
量
が
〇
・
〇
一
グ
ラ
ム
以
下
の

も
の
又
は
火
薬
（
過
塩
素
酸
塩
を
主
と
す
る
火
薬
に

限
る
。）の
量
が
〇
・
一
七
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
り
、
か

つ
、
爆
薬
の
量
が
〇
・
〇
五
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る
こ

と
。

ロ

電
気
に
よ
り
点
火
し
、
電
解
質
を
溶
融
さ
せ
て
電

力
を
発
生
さ
せ
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ハ

火
薬
及
び
爆
薬
を
再
度
充
て
ん
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
再
使
用
で
き
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ニ

電
池
ケ
ー
ス
及
び
電
池
カ
バ
ー
は
、
防
ã
性
を
有

す
る
材
質
で
あ
る
こ
と
。

ホ

電
池
ケ
ー
ス
及
び
電
池
カ
バ
ー
は
、
気
密
性
を
有

し
、
爆
発
、
燃
焼
に
よ
り
塑
性
変
形
し
な
い
材
質
で

あ
る
こ
と
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
十
号

土
地
区
画
整
理
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）

第
七
十
一
条
の
三
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
独
立
行
政

法
人
都
市
再
生
機
構
が
施
行
す
る
蓮
田
都
市
計
画
事
業
菖

蒲
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
規
程
の
変
更
（
第
四

回
）
及
び
事
業
計
画
の
変
更
（
第
三
回
）
の
認
可
を
し
た

の
で
、
同
条
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
九
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

一

施
行
者
の
名
称

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

二

事
業
施
行
期
間

平
成
十
一
年
三
月
十
六
日
か
ら
平

成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

施
行
地
区

埼
玉
県
久
喜
市
菖
蒲
町
菖
蒲
字
太
鼓

田
、
字
伊
勢
浦
、
字
陣
屋
及
び
字
寺
田
の
各
一
部
、
菖

蒲
町
三
箇
字
矢
島
、
字
餝
面
及
び
字
大
久
保
の
各
一
部

四

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称

蓮
田
都
市
計
画
事
業

菖
蒲
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業

五

事
務
所
の
所
在
地

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
緑
区
大
字

南
部
領
˚
四
一
二
四
番
地

六

施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
認
可
の
年
月
日

平
成

十
一
年
三
月
十
六
日

七

施
行
規
程
の
変
更
（
第
四
回
）
及
び
事
業
計
画
の
変

更
（
第
三
回
）
の
認
可
の
年
月
日

告
示
の
日
と
同
日

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
十
一
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
事
業

の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
九
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

第
１
起
業
者
の
名
称
国
土
交
通
大
臣
及
び
東
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社

第
２

事
業
の
種
類

一
般
国
道

4
6
8号
新
設
工
事
（
首

都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
）［
有
料
道
路
名
「
東
京
湾

横
断
・
木
更
津
東
金
道
路
」］（
千
葉
県
東
金
市
小
野

字
岡
ノ
谷
地
内
か
ら
同
県
山
武
郡
大
網
白
里
町
小
西

字
神
関
堂
地
内
ま
で
、
同
町
大
竹
字
若
司
谷
地
内
か

ら
茂
原
市
国
府
関
字
上
岩
出
地
内
ま
で
及
び
同
県
長

生
郡
長
柄
町
榎
本
字
和
合
地
内
か
ら
同
町
榎
本
字
関

下
地
内
ま
で
の
間
）
並
び
に
こ
れ
に
伴
う
市
道
及
び

町
道
付
替
工
事
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